
Aquatic Weed Hunter・水草刈取専用船

環境技術開発者でも利用者でもない信頼できる第三者機関（実証機関）が
環境技術環境保全効果等を実証し、その結果を環境省ウェブサイト等で広く
公表することにより、環境技術の普及を支援するものです。

「環境技術実証事業（ETV事業）」とは？

ETV事業活用のメリット

【技術（製品）等利用者のメリット】
・信頼できる情報により、安心して環境技術を購入できる。
・ETV手順がISO14034として国際標準化されたことにより、国際的に認め
られた枠組みで実証された環境技術を購入できる。

ETV実証番号140-2204
自然環境技術領域



www.tequanauts.co.jp
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＊実証報告書１項「1.1原理および技術の目的、特徴」より抜粋

【実証期間】 令和4年6月28日～9月13日
【実施場所】 諏訪湖（⾧野県岡谷市、諏訪市、諏訪郡下諏訪町）
【技術の目的】 湖沼等に異常繁茂した水草を切断し、水系から排除することで、景観や溶存

溶存酸素量等を改善し、また、生態系を健全化する。

諏訪湖における水草の異常繁茂は溶存酸素量の深刻な低下を招いていたが、実証対象製品で刈取
することで、溶存酸素量の大幅な改善が見られた。実証対象製品による水草刈取は、湖沼の景観等の
改善をもたらすのみでなく、溶存酸素量の改善に伴う利用目的の制限解除や、水生生物の生息・再生
産環境の創出（復元）にも寄与できると考えられた。

＊実証報告書１項「1.1原理および技術の目的、特徴」3項「3.3所見」より抜粋


